拝啓　突然の出来事に遭われたと伺い、言葉を失う思いでおります。このたび商業施設で発生した事件に巻き込まれ、お怪我をされたとのこと、本当にお辛い経験をなさったことと拝察いたします。まずは心よりお見舞い申し上げます。
報道で事件の概要を知り、ただ事ではない状況の中にいらしたのだと思うと、胸が締めつけられる思いです。思いがけない恐怖や緊張の中で、どれほど心身ともにご負担が大きかったことでしょう。お怪我の具合はいかがでしょうか。お身体の痛みはもちろんのこと、気持ちの面でも落ち着かない日々をお過ごしではないかと案じております。
幸いにも命に別状はないと伺い、ひとまず安堵いたしましたが、回復には時間も必要かと存じます。どうか今は無理をなさらず、十分に治療と休養に専念なさってください。焦るお気持ちもおありかもしれませんが、何よりもご自身の心と体を大切にしていただきたいと願っております。
突然の出来事は、思い出すだけでも心が揺さぶられることがあると聞きます。もし気持ちが落ち着かないときや、話をしたいと思われるときがあれば、どうぞ遠慮なくご連絡ください。直接お役に立てることは限られているかもしれませんが、あなたのお力になれることがあれば、どのようなことでもお手伝いしたいと思っております。
一日も早くお怪我が癒え、安心して日常を取り戻されますことを心よりお祈り申し上げます。まずは書中にてお見舞い申し上げます。
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